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（2）治水の現状と課題

1） 日 吉 川

日 吉 川 流 域 は 、 こ れ ま で 度 々 洪 水 被 害 に 見 舞 わ れ 、 こ れ に 対 処

す る た め 局 部 的 に 護 岸 工 等 を 実 施 し て い る が 、 計 画 的 な 改 修 が 行

わ れ て い な い た め 流 下 能 力 が 不 足 し て い る 状 況 に あ る 。

近 年 に お い て も 平 成 1 8 年 1 0 月 の 豪 雨 に よ り 浸 水 面 積 5 5 h a、 床

下 浸 水 3 戸 の 被 害 を 受 け て お り 、 そ の 他 に も 台 風 に よ り 平 成 4 年 9

月 、 平 成 1 0 年 9 月 、 平 成 1 3 年 9 月 、 平 成 1 5 年 8 月 、 平 成 1 7 年 9

月 と 洪 水 被 害 が 頻 発 し て い る 。  

こ う し た 現 状 を 踏 ま え 、早 急 に 河 道 掘 削 、築 堤 等 の 河 川 改 修 を 実

施 し 、 治 水 安 全 度 の 向 上 が 必 要 で あ る 。  

表 1-2 日吉川における主な災害

年  次 
浸水面積（ha） 浸水家屋（棟） 

被害原因 
農地 宅地 計 床下 床上 計 

H13.9.8-12 43.2 豪雨及び台風 15 号 

H18.10.8 54.7 3 3 豪雨 

＜日吉川 氾濫状況（常呂川合流点付近） 平成 13 年 9 月＞ 

＜日吉川 氾濫状況（常呂川合流点付近） 平成 18 年 10 月＞ 
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2）ポンニコロ川

ポ ン ニ コ ロ 川 流 域 は 、 合 流 点 か ら 上 流 4 . 3 k m の 区 間 を 昭 和 4 8 年

か ら 直 轄 明 渠 排 水 事 業 で 整 備 さ れ 、 さ ら に 上 流 1 k m を 道 営 明 渠 排

水 事 業 で 整 備 さ れ た 河 川 で あ る が 、 現 況 流 下 能 力 が 不 足 し て い る

状 況 に あ る 。  

近 年 に お い て も 平 成 1 8 年 1 0 月 の 豪 雨 に よ り 浸 水 面 積 4 5 h a の 被

害 を 受 け て お り 、 そ の 他 に も 台 風 に よ り 平 成 4 年 9 月 、 平 成 1 4 年

8 月 、 平 成 1 5 年 8 月 と 洪 水 被 害 が 頻 発 し て い る 。  

こ う し た 現 状 を 踏 ま え 、 早 急 に 河 道 掘 削 等 の 河 川 改 修 を 実 施 し 、

治 水 安 全 度 の 向 上 が 必 要 で あ る 。  

表 1-3 ポンニコロ川における主な災害

年  次 
浸水面積（ha） 浸水家屋（棟） 

被害原因 
農地 宅地 計 床下 床上 計 

H18.10.4-9 45.2 豪雨 

＜ポンニコロ川 氾濫状況（克服橋下流付近） 平成 18 年 10 月＞ 

＜ポンニコロ川 氾濫状況（1 号橋下流付近） 平成 18 年 10 月＞ 
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3）ルクシニコロ川

ル ク シ ニ コ ロ 川 流 域 は 、 合 流 点 か ら 如 月 橋 （ 国 道 3 3 3 号 ） の 下

流 に あ る １ 号 落 差 工 ま で の 区 間 を 昭 和 5 0 年 仁 頃 川 災 害 助 成 工 事 に

よ り バ ッ ク 堤 の 整 備 が 行 わ れ て い る 。 こ れ よ り 上 流 5 . 4 k m の 区 間

は 国 営 畑 総 パ イ ロ ッ ト 事 業 に よ り 整 備 さ れ た 河 川 で あ る が 、 現 況

流 下 能 力 が 不 足 し て い る 状 況 に あ る 。  

近 年 に お い て も 平 成 1 8 年 1 0 月 の 豪 雨 に よ り 浸 水 面 積 1 8 h a、 床

下 浸 水 2 戸 の 被 害 を 受 け て お り 、そ の 他 に も 台 風 に よ り 平 成 4 年 9

月 に も 洪 水 被 害 を 受 け て い る 。  

こ う し た 現 状 を 踏 ま え 、 早 急 に 河 道 掘 削 等 の 河 川 改 修 を 実 施 し 、

治 水 安 全 度 の 向 上 が 必 要 で あ る 。  

表 1-4 ルクシニコロ川における主な災害

年  次 
浸水面積（ha） 浸水家屋（棟） 

被害原因 
農地 宅地 計 床下 床上 計 

H18.10.4-9 17.7 2 2 豪雨 

＜ルクシニコロ川 氾濫状況（浅尾橋上流） 平成 18 年 10 月＞ 

＜ルクシニコロ川 氾濫状況（浅尾橋上流） 平成 18 年 10 月＞ 
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4） 小 石 川

小 石 川 流 域 は 北 見 市 の 市 街 化 区 域 が そ の 約 6 割 を 占 め て お り 、

密 集 度 の 高 ま り と と も に 流 域 内 資 産 は 増 加 し て い る 。 昭 和 4 2 年 か

ら 4 9 年 に か け て 改 修 が 行 わ れ た が 、 現 況 断 面 で は 流 下 能 力 が 不 足

し て い る た め 、昭 和 5 0 年 、5 4 年 、6 1 年 、6 3 年 に 洪 水 被 害 が あ り 、

昭 和 6 1 年 8 月 の 豪 雨 で は 、朝 日 町 、桜 町 に お い て 浸 水 面 積 2 . 0 h a、

床 下 浸 水 8 戸 、 床 上 浸 水 2 戸 の 被 害 を 受 け て い る 。 特 に 昭 和 6 3 年

8 月 の 集 中 豪 雨 で は 、大 通 東 1 丁 目 か ら 4 丁 目 及 び 東 陵 町 、青 葉 町

に お い て 浸 水 面 積 1 0 . 6 h a、 床 下 浸 水 4 6 戸 、 床 上 浸 水 1 0 戸 と い う

既 往 最 大 の 被 害 を 受 け て い る 。そ の 後 も 、平 成 4 年 に 浸 水 面 積 0 . 7 h a、

床 下 浸 水 3 戸 、 床 上 浸 水 1 戸 の 被 害 が 出 る 等 、 度 々 洪 水 被 害 が 起

き て い る 。  

こ う し た 現 状 を 踏 ま え 、 早 急 に 河 道 掘 削 、 築 堤 等 の 河 川 改 修 を

実 施 し 、 治 水 安 全 度 の 向 上 が 必 要 で あ る 。  

表 1-5 小石川における主な災害

年  次 
浸水面積（ha） 浸水家屋（棟） 

被害原因 
農地 宅地 計 床下 床上 計 

S61.8.16 2.0 8 2 10 豪雨 

S63.8.6 10.6 46 10 56 豪雨 

H4.8.9 0.7 3 1 4 台風 10 号 

＜小石川 氾濫状況（北見市街） 平成 4 年 8 月＞ 
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5） 無 加 川

無 加 川 流 域 は 、 開 拓 当 初 か ら 度 々 洪 水 被 害 を 受 け 、 そ の 度 に 復

旧 工 事 が 行 わ れ て い た 。 堤 防 の 新 設 及 び 河 道 の 掘 削 等 の 抜 本 的 な

河 川 改 修 は 、 直 轄 管 理 区 間 で あ る 常 呂 川 合 流 点 か ら と ん 田 川
で ん が わ

合 流

点 ま で の 延 長 7 . 2 ㎞ 区 間 に お い て 、 昭 和 2 8 年 に 着 手 さ れ た 。  

北 海 道 知 事 管 理 区 間 と し て は 、 昭 和 3 7 年 ８ 月 の 台 風 ９ 号 に 伴 う

豪 雨 に よ り 、 道 路 、 橋 梁 、 農 地 等 に 甚 大 な 被 害 を 受 け た こ と を 契

機 と し て 、 昭 和 4 0 年 に と ん 田 川 合 流 点 か ら 相 内 川 合 流 点 ま で の 延

長 Ｌ ＝ 4 . 4 ㎞ の 河 川 改 修 に 着 手 し た 。  

し か し な が ら 、 昭 和 5 0 年 ８ 月 の 台 風 ６ 号 に 伴 う 豪 雨 で は 、 北 見

市 留 辺 蘂 町 に お い て 、 床 下 浸 水 3 0 戸 、 床 上 浸 水 5 戸 の 被 害 を 受 け

た 。 こ の た め 、 昭 和 5 4 年 に は 、 改 修 区 間 を 北 見 市 留 辺 蘂 町 市 街 地

上 流 の 奔 無 加 川 合 流 点 （ 延 長 Ｌ ＝ 1 5 . 8 ㎞ ） ま で 延 伸 し た 。  

さ ら に は 、 北 見 市 留 辺 蘂 町 に お い て 、 昭 和 5 6 年 ８ 月 、 昭 和 6 1

年 ９ 月 に 農 地 等 の 浸 水 被 害 を 受 け た こ と に よ り 、 平 成 元 年 に は 、

北 見 市 留 辺 蘂 町 滝 の 湯 ま で の 延 長 Ｌ ＝ 1 6 . 4 ㎞ を 延 伸 し た 。  

現 在 ま で の 河 川 整 備 状 況 は 、 と ん 田 川 合 流 点 よ り 北 見 市 留 辺 蘂

町 武 華 橋 付 近 ま で の 延 長 Ｌ ＝ 2 0 . 0 ㎞ の 区 間 が 完 成 し て い る 。 し か

し 、 こ れ よ り 上 流 の 1 4 . 6 ㎞ は 、 計 画 流 量 に 対 し ６ 割 程 度 の 暫 定 的

な 改 修 を 実 施 し て い る も の の 、 流 下 能 力 が 不 足 し て い る た め 、 近

年 に お い て も 、 平 成 ４ 年 ９ 月 、 平 成 1 0 年 ９ 月 、 平 成 1 3 年 ９ 月 に

農 地 や 家 屋 に 浸 水 被 害 が 発 生 し て い る 。  

こ う し た 状 況 を 踏 ま え 、 早 急 に 河 道 掘 削 、 築 堤 等 の 河 川 改 修 を

実 施 し 、 治 水 安 全 度 の 向 上 が 必 要 で あ る 。  

表 1-6 無加川における主な災害

年  次 
浸水面積（ha） 浸水家屋（棟） 

被害原因 
農地 宅地 計 床下 床上 計 

S50.8.24 不明 30 5 35 台風 6 号 

H13.9.12 68.0 68.0 台風 15 号 

＜無加川 氾濫状況（八千代橋上流） 

  昭和 50 年 8 月＞ ＜無加川 氾濫状況（穂の葉橋上流） 

  平成 13 年 9 月＞ 
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6） 小 町 川

小 町 川 は 、 無 加 川 合 流 点 か ら 上 流 4 . 8 k m の 区 間 を 昭 和 4 8 年 か ら

昭 和 6 0 年 に か け て 河 川 改 修 が 行 わ れ て い る 。 改 修 の 着 手 時 点 か ら

流 域 の 市 街 化 が 進 行 し て お り 、 流 域 内 資 産 は 増 加 し て い る 。  

平 成 2 8 年 8 月 の 豪 雨 等 に よ り 、 計 画 高 水 位 を 超 過 す る 水 位 上 昇

が 発 生 し て い る こ と か ら 、 近 年 の 降 雨 等 を 踏 ま え る と 、 現 況 流 下

能 力 が 不 足 し て お り 、 市 街 地 と し て は 治 水 安 全 度 が 低 い 状 況 に あ

る 。  

こ う し た 現 状 を 踏 ま え 、 早 急 に 河 道 掘 削 、 遊 水 地 整 備 等 の 河 川

改 修 を 実 施 し 、 治 水 安 全 度 の 向 上 を 図 る 必 要 が あ る 。  

表 1-7 小町川における主な災害

年  次 
浸水面積（ha） 浸水家屋（棟） 

被害原因 
農地 宅地 計 床下 床上 計 

H28.8.21-24 公共土木施設被害 台風 9 号及び豪雨 

＜小町川 出水状況（北進橋付近） 平成 28 年 8 月＞ 
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7） ペ ン ケ ビ バ ウ シ 川

ペ ン ケ ビ バ ウ シ 川 流 域 は 、 氾 濫 に よ り 度 々 洪 水 被 害 を 受 け て お

り 、 昭 和 5 0 年 ８ 月 の 台 風 ９ 号 に 伴 う 豪 雨 に よ り 、 道 路 及 び 農 地 に

浸 水 被 害 を 受 け た こ と を 契 機 に 昭 和 5 1 年 か ら 河 川 改 修 を 実 施 し た 。 

現 在 ま で の 河 川 整 備 状 況 は 、 無 加 川 合 流 点 か ら 温 根 湯
お ん ね ゆ

市 街 地 ま

で の 延 長 Ｌ ＝ 1 . 7 ㎞ 区 間 が 完 成 し て い る 。し か し 、そ の 上 流 部 は 流

下 能 力 が 不 足 し て い る た め 、 近 年 で は 平 成 1 0 年 ９ 月 、 平 成 1 3 年

９ 月 、 平 成 1 4 年 1 0 月 に 農 地 に 浸 水 被 害 が 発 生 し て い る 。  

こ う し た 現 状 を 踏 ま え 、 早 急 に 河 道 掘 削 、 築 堤 等 の 河 川 改 修 を

実 施 し 、 治 水 安 全 度 の 向 上 が 必 要 で あ る 。  

表 1-8 ペンケビバウシ川における主な災害

年  次 
浸水面積（ha） 浸水家屋（棟） 

被害原因 
農地 宅地 計 床下 床上 計 

H14.10.2 1.8 1.8 10 10 台風 21 号 

＜ペンケビバウシ川 氾濫状況（北見市留辺蘂町平里 寿楽橋下流） 平成 14 年 10 月＞ 
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8） ケ ト ナ イ 川 ・ ポ ン ケ ト ナ イ 川

ケ ト ナ イ 川 は 、 常 呂 川 合 流 点 か ら 清 実 橋 ま で は 河 川 法 施 行 令 2

条 7 号 区 間 と し て 、 平 成 ２ 年 度 か ら 平 成 ３ 年 度 に か け て 網 走 開 発

建 設 部 で 河 川 改 修 が 実 施 さ れ て い る 。  

そ れ 以 外 の 区 間 は 支 川 ポ ン ケ ト ナ イ 川 を 含 め 、 こ れ ま で 度 々 洪

水 被 害 に 見 舞 わ れ 、 局 部 的 に 護 岸 工 等 を 実 施 し て い る が 、 計 画 的

な 河 川 改 修 は 行 わ れ て い な い た め 流 下 能 力 が 不 足 し て い る 状 況 に

あ る 。  

近 年 に お い て は 平 成 1 8 年 8 月 の 豪 雨 に よ り 浸 水 面 積 3 h a の 被 害

を 受 け て お り 、 そ の 他 に も 台 風 に よ り 平 成 4 年 9 月 、 平 成 1 0 年 9

月 、 平 成 1 3 年 9 月 、 平 成 1 5 年 8 月 と 洪 水 被 害 を 受 け て い る 。  

こ う し た 現 状 を 踏 ま え 、 早 急 に 河 道 掘 削 、 築 堤 等 の 河 川 改 修 を

実 施 し 、 治 水 安 全 度 の 向 上 を 図 る 必 要 が あ る 。  

な お 、 改 修 に あ た っ て は 局 部 的 に 設 置 さ れ た 護 岸 が 多 数 あ り 、

今 後 の 整 備 に お い て 、 取 り 扱 い を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

表 1-8 ポンケトナイ川における主な災害

年  次 
浸水面積（ha） 浸水家屋（棟） 

被害原因 
農地 宅地 計 床下 床上 計 

H4.9.10-20 2.7 0.3 3.0 台風 17 号 

H18.8.18-19 2.9 2,9 豪雨 

<ポンケトナイ川 氾濫状況 平成 4 年 9 月> 

川脇地先（ケトナイ川合流点付近） 

<ポンケトナイ川 氾濫状況 平成 18 年 8 月> 

川脇地先（ケトナイ川合流点付近） 
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（ 3） 河 川 利 用 及 び 河 川 環 境 の 状 況 と 課 題  

 

1）日吉川 

日 吉 川 で は 河 川 の 水 利 用 は さ れ て い な い 。  

水 質 に つ い て は 、 公 共 用 水 域 に お け る 「 生 活 環 境 の 保 全 に 関 す

る 環 境 基 準 」 に 基 づ く 類 型 指 定 は さ れ て い な い が 、 平 成 1 9 年 か ら

平 成 2 1 年 に 、 水 質 調 査 を 下 流 1 地 点 で 実 施 し て い る 。 調 査 結 果 に

よ る と 、 B O D（ 生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量 ） の 7 5 %値 は 、 平 成 1 9 年 が

1 m g / ℓ 以 下 の A A 類 型 、平 成 2 0 年 が 1 m g / ℓ 以 下 の A A 類 型 に 相 当 す

る 。 平 成 2 1 年 の B O D（ 生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量 ） 測 定 値 は 1 0 m g / ℓ

以 下 の E 類 型 に 相 当 す る 値 と な っ て い る 。  

上 流 域 は 、 山 地 が 大 部 分 を 占 め 、 シ ラ カ ン バ や ヤ ナ ギ 類 を 中 心

と し た 河 畔 林 が 分 布 し て お り 、 ク マ ゲ ラ が 生 息 し て い る 。 ま た 支

流 ポ ン 日 吉 川 を 含 め 、 ト ド マ ツ や ア カ エ ゾ マ ツ 等 の 針 葉 樹 が 分 布

し て い る 。 治 山 ダ ム 下 流 は 河 床 勾 配 1 / 1 2 0 程 度 と な っ て お り 、 サ

ク ラ マ ス (ヤ マ メ )等 の 遡 上 及 び 産 卵 の 場 と な っ て い る 。 し か し 、

治 山 ダ ム に 魚 道 が 無 く 遡 上 障 害 と な っ て い る た め 、 縦 断 的 な 連 続

性 の 確 保 が 課 題 で あ る 。  

中 流 域 は 、 畑 作 地 帯 が 広 が り 、 日 吉 市 街 地 が あ る 。 河 畔 林 は ハ

ル ニ レ や ヤ チ ダ モ 等 か ら な り 、 崖 地 に は キ タ ミ フ ク ジ ュ ソ ウ や チ

ド リ ケ マ ン 等 の 重 要 種 が 分 布 す る 。 河 床 勾 配 は 1 / 1 4 0 程 度 で 、 河

床 は 砂 礫 と な っ て い る 。 魚 類 で は シ ベ リ ア ヤ ツ メ や サ ク ラ マ ス (ヤ

マ メ )等 が 、 鳥 類 で は オ オ タ カ や オ オ ジ シ ギ 等 が 生 息 し て い る 。  

下 流 域 は 、 河 床 勾 配 1 / 3 5 0 程 度 と な っ て い る 。 ヤ ナ ギ 類 や ハ ル

ニ レ 等 の 樹 木 の ほ か に 、 ク サ ヨ シ 、 エ ゾ イ ラ ク サ や オ オ イ タ ド リ

等 の 高 茎 草 本 類 が 優 先 す る 。 魚 類 で は シ ベ リ ア ヤ ツ メ や サ ク ラ マ

ス (ヤ マ メ )、 エ ゾ ウ グ イ 等 、 鳥 類 で は オ ジ ロ ワ シ 等 が 生 息 し て い

る 。  

こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 、 サ ク ラ マ ス （ ヤ マ メ ） な ど の 動 植 物

の 生 息 、 生 育 環 境 の 保 全 に 努 め る 必 要 が あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜日吉川 平間橋より上流の河川環境＞ 
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2） ポ ン ニ コ ロ 川  

ポ ン ニ コ ロ 川 の 水 利 用 は 、 か ん が い 用 水 と し て 利 用 さ れ て い る 。

知 事 管 理 区 間 で は 、 1 4 件 が 利 用 さ れ て い る 。 な お 、 こ れ ま で に 渇

水 被 害 が 生 じ た 事 例 は な い 。  

水 質 に つ い て は 、 公 共 用 水 域 に お け る 「 生 活 環 境 の 保 全 に 関 す

る 環 境 基 準 」 に 基 づ く 類 型 指 定 は さ れ て い な い が 、 平 成 2 2 年 に 、

水 質 調 査 を 3 地 点 で 実 施 し て い る 。 調 査 結 果 に よ る と 、 B O D（ 生 物

化 学 的 酸 素 要 求 量 ） は 、 3 地 点 い ず れ に お い て も 7 5 %値 で 1 . 0 m g /

ℓ 以 下 と な っ て お り 、 A A 類 型 相 当 で あ る 。  

流 域 は 下 流 か ら 上 流 に か け て 広 く 畑 作 地 帯 が 広 が り 、 耕 作 地 を

貫 流 す る よ う に 流 下 し て い る 。  

上 流 域 は 、山 林 が 広 が り 、河 川 沿 い に ヤ ナ ギ 低 木 群 落 が 見 ら れ 、

周 囲 に は ト ド マ ツ 植 林 や エ ゾ イ タ ヤ － シ ナ ノ キ 群 落 、 落 葉 針 葉 樹

林 等 が 分 布 し て い る 。  

中 流 部 は 、 オ ノ エ ヤ ナ ギ が 散 在 す る が 一 部 山 付 け と な り ミ ズ ナ

ラ 、 エ ゾ イ タ ヤ な ど も 混 生 し て い る 。 水 際 で ヨ シ 類 や ミ ゾ ソ バ ら

が 群 落 を 形 成 し 、 オ オ イ タ ド リ な ど も 混 生 し て い る 。  

下 流 部 は 、 オ ノ エ ヤ ナ ギ を 主 体 と す る ヤ ナ ギ 類 が 散 在 し て 分 布

し て い る 。 水 際 に ク サ ヨ シ 、 ヨ シ 、 ツ ル ヨ シ な ど の ヨ シ 類 や ミ ゾ

ソ バ か ら 成 る 草 本 群 落 が 分 布 し て い る 。 魚 類 で は 、 シ ベ リ ア ヤ ツ

メ 、 サ ク ラ マ ス （ ヤ マ メ ）、 フ ク ド ジ ョ ウ が 主 に み ら れ 、 秋 に は カ

ラ フ ト マ ス や サ ク ラ マ ス 等 の 産 卵 風 景 も 見 ら れ る 。  

現 況 河 道 の 河 床 幅 は 狭 く 、 連 節 ブ ロ ッ ク が 河 床 ま で 布 設 さ れ て

お り 一 様 な 流 れ と な っ て い る が 、 落 差 工 下 流 に 深 み が あ り 流 況 に

変 化 が 見 ら れ る 。既設落差工が 23 基あり、縦断方向の連続性がなく魚類の移

動に支障があるため、遡上産卵区間も限定される。河道断面が一様であり、変化

がない状況が見られる。 

このような状況を踏まえ、サクラマス（ヤマメ）などの動植物の生息や生育環

境の保全、再生に努める必要がある。また、魚類等の縦断的な移動の連続性を回

復する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポンニコロ川 市道橋(SP214)より上流の河川環境＞ 

＜サクラマス（ヤマメ）＞  
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3）ルクシニコロ川  

ル ク シ ニ コ ロ 川 の 水 利 用 は 、 か ん が い 用 水 と し て 利 用 さ れ て い

る 。 知 事 管 理 区 間 で は 、 1 8 件 が 利 用 さ れ て い る 。 な お 、 こ れ ま で

に 渇 水 被 害 が 生 じ た 事 例 は な い 。  

水 質 に つ い て は 、 公 共 用 水 域 に お け る 「 生 活 環 境 の 保 全 に 関 す

る 環 境 基 準 」 に 基 づ く 類 型 指 定 は さ れ て い な い が 、 平 成 2 2 年 に 水

質 調 査 を 3 地 点 で 実 施 し て い る 。 調 査 結 果 に よ る と 、 B O D（ 生 物 化

学 的 酸 素 要 求 量 ）は 、 3 地 点 い ず れ に お い て も 7 5 %値 で 1 . 0 m g / ℓ 以

下 と な っ て お り 、 A A 類 型 相 当 で あ る 。  

流 域 は 下 流 か ら 上 流 に か け て 広 く 畑 作 地 帯 が 広 が り 、 耕 作 地 を

貫 流 す る よ う に 流 下 す る 。  

上 流 域 は 、 山 林 が 広 が り 、 河 川 沿 い に 牧 草 地 、 ハ ル ニ レ 群 落 が

見 ら れ 、 周 囲 に は ト ド マ ツ 植 林 や エ ゾ イ タ ヤ － シ ナ ノ キ 群 落 、 下

部 針 広 混 交 林 、 エ ゾ マ ツ － ト ド マ ツ 群 落 、 落 葉 針 葉 樹 林 等 が 分 布

し て い る 。  

中 流 部 は 、 水 際 に ヨ シ 類 や ミ ゾ ソ バ ら が 群 落 を 形 成 し て お り 、

草 本 群 落 が 主 体 と な っ て い る 。  

下 流 部 は 、 オ ノ エ ヤ ナ ギ を 主 体 と す る ヤ ナ ギ 類 が 散 在 し 、 水 際

に ク サ ヨ シ 、 ヨ シ 、 ツ ル ヨ シ な ど の ヨ シ 類 や ミ ゾ ソ バ か ら 成 る 草

本 群 落 が 分 布 す る 。 魚 類 で は 、 フ ク ド ジ ョ ウ や サ ク ラ マ ス （ ヤ マ

メ ） が 多 く 見 ら れ 、 秋 に は カ ワ ヤ ツ メ や サ ケ 、 カ ラ フ ト マ ス 、 サ

ク ラ マ ス 等 の 産 卵 風 景 も 見 ら れ る 。  

現 況 河 道 の 河 床 幅 は 狭 く 、 連 節 ブ ロ ッ ク が 河 床 ま で 布 設 さ れ て

お り 一 様 な 流 れ と な っ て い る が 、 落 差 工 下 流 に 深 み が あ り 流 況 に

変 化 が 見 ら れ る 。 既 設 落 差 工 が 2 6 基 あ り 、 縦 断 方 向 の 連 続 性 が な

く 魚 類 の 移 動 に 支 障 が あ る た め 、 遡 上 産 卵 で き る 区 間 も 限 定 さ れ

る 。 河 道 断 面 が 一 様 で あ り 、 変 化 が な い 状 況 が 見 ら れ る 。  

こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 、 サ ク ラ マ ス （ ヤ マ メ ） な ど の 動 植 物

の 生 息 や 生 育 環 境 の 保 全 、 再 生 に 努 め る 必 要 が あ る 。 ま た 、 魚 類

等 の 縦 断 的 な 移 動 の 連 続 性 を 回 復 す る 必 要 が あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ルクシニコロ川 如月橋より下流の河川環境＞ 

＜ サ ク ラ マ ス （ ヤ マ メ ） ＞  
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4） 小 石 川  

小 石 川 で は 河 川 の 水 利 用 は さ れ て い な い 。  

水 質 に つ い て は 、 公 共 用 水 域 に お け る 「 生 活 環 境 の 保 全 に 関 す

る 環 境 基 準 」 に 基 づ く 類 型 指 定 は さ れ て い な い が 、 優 先 整 備 区 間

で は 、 令 和 元 年 に 常 呂 川 合 流 前 地 点 で 水 質 調 査 を 実 施 し て い る 。

調 査 結 果 に よ る と 、B O D（ 生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量 ）の 7 5％ 値 は 2 . 0 m g /

ℓ 以 下 と な っ て お り 、 A 類 型 相 当 と な っ て い る 。  

上 流 域 は 、 河 床 勾 配 1 / 8 0 以 上 の 急 な 流 れ と な っ て お り 、 河 床 は

砂 礫 質 と な っ て い る 。 河 道 周 辺 は カ ラ マ ツ の 人 工 林 や 牧 草 地 、 畑

地 等 で あ り 、 特 に 規 模 の 大 き い 樹 林 帯 で は 、 エ ゾ チ ッ チ ゼ ミ 等 の

主 要 な 生 息 環 境 と な っ て い る 。  

中 流 域 は 、 河 床 勾 配 1 / 1 3 5 か ら 1 / 7 5 程 度 の 砂 礫 河 床 で フ ク ド ジ

ョ ウ 等 が 生 息 し て い る 。 現 河 道 沿 い に は ヤ ナ ギ 類 を 主 体 と し た 河

畔 林 が 帯 状 に 分 布 し て お り 、 特 に 倒 木 や 切 り 株 か ら 生 え る 河 岸 の

ヤ ナ ギ 小 径 木 林 は 、 ヤ ナ ギ の 幼 木 を 餌 と す る エ ゾ カ ミ キ リ の 生 息

地 と な っ て い る 。 ま た 右 岸 側 に は 、 ハ ル ニ レ 等 が 林 冠 を 構 成 し て

お り 、 早 春 、 林 内 で は フ ク ジ ュ ソ ウ の 花 を 見 る こ と が で き る 。 河

道 周 辺 の ヨ シ 群 落 は 、 ル リ イ ト ト ン ボ 等 の イ ト ト ン ボ 類 を は じ め 、

主 に 止 水 域 に 生 息 す る 昆 虫 類 の 主 要 な 生 息 域 と な っ て い る 。 市 街

地 内 を 流 れ る 河 川 で は あ る が 、 河 道 内 に は 水 生 植 物 の ホ ソ バ ミ ズ

ヒ キ モ が 生 育 し て い る と こ ろ も あ る 。  

下 流 域 は 、 河 床 は 砂 礫 か ら 砂 と な っ て い る 。 市 街 地 内 は 暗 渠 の

中 を 流 れ る 区 間 で あ る が 、 開 水 路 と な っ て い る 常 呂 川 合 流 点 付 近

の 水 中 に は 、 砂 礫 河 床 を 好 む フ ク ド ジ ョ ウ 等 が 生 息 し て い る ほ か 、

水 際 の ヨ シ 群 落 内 に は サ ク ラ マ ス （ ヤ マ メ ）、 ト ミ ヨ 、 ス ジ エ ビ 等

が 生 息 し て お り 、 上 流 部 に 比 べ て 魚 類 相 は 多 様 で あ る 。  

ま た 、 地 元 住 民 が 主 体 と な っ た 「 小 石 川 を 守 る 連 絡 協 議 会 」 が

河 川 管 理 者 と 連 携 し て 清 掃 活 動 を 実 施 す る な ど 、 年 々 河 川 へ の 関

心 が 高 ま り つ つ あ り 、 北 見 市 が 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン に 基 づ く

「 北 見 市 東 部 地 区 か わ ま ち づ く り 」 計 画 を 作 成 し 、 身 近 な 潤 い 空

間 と し て 河 川 緑 地 の 整 備 ・ 保 全 を 行 い 、「 か わ 」 と 「 ま ち 」 が 一 体

と な っ た ま ち づ く り を 実 施 し て い る 。
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＜ エ ゾ カ ミ キ リ ＞  

こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 、 エ ゾ カ ミ キ リ な ど の 動 植 物 の 生 息 、 生

育 環 境 の 保 全 に 努 め る と 共 に 、「 北 見 市 東 部 地 区 か わ ま ち づ く り 」

計 画 と 連 携 を 図 り 、 ま ち づ く り に 配 慮 し た 河 川 空 間 の 創 出 に 努 め

る 必 要 が あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5） 無 加 川  

無 加 川 の 水 利 用 は 、 水 道 用 水 、 工 業 用 水 及 び か ん が い 用 水 と し

て 利 用 さ れ て い る 。 知 事 管 理 区 間 で は 、 9 件 が 利 用 さ れ て い る 。 な

お 、 こ れ ま で に 渇 水 被 害 が 生 じ た 事 例 は な い 。  

水 質 に つ い て は 、 公 共 用 水 域 に お け る 「 生 活 環 境 の 保 全 に 関 す

る 環 境 基 準 」 に 基 づ く 類 型 指 定 は さ れ て い な い が 、 平 成 1 2 年 と 平

成 1 3 年 に 水 質 調 査 を 5 地 点 で 実 施 し て い る 。調 査 結 果 に よ る と B O D

（ 生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量 ） の 7 5 %値 は 、 平 成 1 2 年 の 調 査 結 果 は 大

富 橋 、 武 華 橋 で 1 . 0 m g / ℓ 以 下 の A A 類 型 相 当 、 滝 の 湯 橋 、 相 内 橋 で

2 . 0 m g / ℓ 以 下 の A 類 型 相 当 、銀 河 橋 で 5 . 0 m g / ℓ 以 下 の C 類 型 相 当 、

平 成 1 3 年 の 調 査 結 果 は 滝 の 湯 橋 、 大 富 橋 で 1 . 0 m g / ℓ 以 下 の A A 類

型 相 当 、 武 華 橋 、 相 内 橋 、 銀 河 橋 で 2 . 0 m g / ℓ 以 下 の A 類 型 相 当 と

な っ て い る 。  

上 流 域 は 、 山 地 が 大 部 分 を 占 め 、 エ ゾ マ ツ 、 ト ド マ ツ 等 の 針 葉

樹 林 が 分 布 し て い る 。 河 岸 に は 、 水 際 ま で ヤ ナ ギ 類 、 ミ ズ ナ ラ 、

エ ゾ イ タ ヤ 等 か ら な る 河 畔 林 に 覆 わ れ て い る 。 河 床 勾 配 は 1 / 4 5 程

度 で 、 比 較 的 大 き な 礫 や 玉 石 の 渓 流 に は 適 度 な 落 差 と 冷 涼 な 地 域

を 好 む オ シ ョ ロ コ マ が 生 息 し 、 淵 の 底 に は ハ ナ カ ジ カ 等 が 生 息 し

て い る 。  

中 流 域 は 、 ヤ ナ ギ 類 や ミ ズ ナ ラ 等 で 形 成 さ れ る 河 畔 林 が 連 続 し

て 分 布 し て い る 。 河 床 勾 配 は 1 / 2 0 0 か ら 1 / 1 0 0 程 度 で 、 河 床 は 砂

礫 及 び 礫 で 、 瀬 と 淵 が 明 確 な 場 所 を 生 息 環 境 と し て い る サ ク ラ マ

ス （ ヤ マ メ ） や エ ゾ ウ グ イ が 生 息 し 、 浮 き 石 に な っ て い る 河 床 は

生 息 す る 魚 類 の 産 卵 の 場 と な っ て い る 。 ま た 、 そ れ ら を 捕 食 し よ

う と す る カ ワ セ ミ や 水 生 昆 虫 を 捕 ら え る カ ワ ガ ラ ス 等 が 生 息 し て

い る 。  
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＜無加川 上流の河川環境＞ ＜無加川 下流の河川環境＞

な お 、 温 根 湯 温 泉 付 近 は 、 川 が せ せ ら ぎ 、 緑 と 一 帯 と な っ た 良

好 な 景 観 を 呈 し 、 観 光 客 の 散 策 ル ー ト や 地 域 住 民 の 憩 い の 場 と し

て 利 用 さ れ て お り 、 重 要 な 観 光 資 源 の 一 つ に 位 置 づ け ら れ て い る 。 

下 流 域 は 、 河 床 勾 配 1 / 3 0 0 か ら 1 / 2 0 0 の 比 較 的 穏 や か な 流 れ と

な っ て お り 、 河 床 は 砂 礫 、 礫 等 と な っ て い る 。  

河 道 周 辺 は ヤ ナ ギ 類 、 ド ロ ノ キ 等 の 河 畔 林 が 分 布 し 、 オ シ ド リ

等 鳥 類 が 生 息 し て い る 。 ま た 、 河 床 に は ス ナ ヤ ツ メ 、 フ ク ド ジ ョ

ウ 等 の 魚 類 が 生 息 し て い る 。

東 相 内 地 区 の 無 加 川 左 岸 高 水 敷 で は 、 パ ー ク ゴ ル フ 場 等 に 利 用

さ れ て お り 、 河 岸 の 植 生 が 回 復 さ れ て い る 所 も 見 ら れ る ほ か 、 右

岸 が 山 地 に な っ て い る た め 、 自 然 環 境 は 良 好 で あ る 。  

こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 、 サ ク ラ マ ス （ ヤ マ メ ） な ど の 動 植 物

の 生 息 、 生 育 環 境 の 保 全 に 努 め る 必 要 が あ る 。  

ま た 、 高 水 敷 利 用 さ れ て い る こ と か ら 公 園 計 画 と 連 携 を 図 り 、

公 園 と 河 川 が 一 体 化 し た 河 川 空 間 の 創 出 に 努 め る 必 要 が あ る 。  

河畔林が分布している 
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6） 小 町 川

小 町 川 で は 、 水 利 用 は さ れ て い な い 。

水 質 に つ い て は 、 公 共 用 水 域 に お け る 「 生 活 環 境 の 保 全 に 関 す

る 環 境 基 準 」 に よ る 水 域 類 型 指 定 は さ れ て い な い が 、 平 成 3 0 年 に

6 回 の 水 質 検 査 が 実 施 さ れ て い る 。 調 査 結 果 に よ る と 、 B O D（ 生 物

化 学 的 酸 素 要 求 量 ） は 、 7 5％ 値 で 2 . 0 m g / ℓ 以 下 と な っ て お り 、 A

類 型 相 当 で あ る 。  

上 流 域 は 山 地 が 広 が り 、 ト ド マ ツ 植 林 や エ ゾ イ タ ヤ － シ ナ ノ キ

群 落 、 落 葉 針 葉 樹 林 等 が 分 布 し て い る 。 平 地 部 で は 広 く 畑 作 地 帯

が 広 が っ て い る 。  

中 下 流 部 は 、 河 床 勾 配 1 / 2 5 0 か ら 1 / 1 4 0 程 度 と な っ て お り 、 河

床 は 砂 礫 と な っ て い る 。 周 辺 は 住 宅 街 と な っ て お り 、 河 道 内 に は

ク サ ヨ シ 、カ モ ガ ヤ 等 が 分 布 し 、貴 重 植 物 で あ る ア カ ン カ サ ス ゲ 、

エ ゾ キ ヌ タ ソ ウ も 生 育 し て い る 。

水 域 で は サ ク ラ マ ス （ ヤ マ メ ）、 フ ク ド ジ ョ ウ が 主 に み ら れ 、 秋

に は サ ケ 、 カ ラ フ ト マ ス や サ ク ラ マ ス の 産 卵 風 景 も 見 ら れ る 。

こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 、 瀬 と 淵 の 保 全 な ど 自 然 環 境 に 配 慮 し

た 整 備 を 行 う 必 要 が あ る 。  

<エゾキヌタソウ><小町川 小町川大橋より上流の河川環境>

<フクドジョウ>
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7） ペ ン ケ ビ バ ウ シ 川  

ペ ン ケ ビ バ ウ シ 川 で は 河 川 の 水 利 用 は さ れ て い な い 。  

水 質 に つ い て は 、 公 共 用 水 域 に お け る 「 生 活 環 境 の 保 全 に 関 す

る 環 境 基 準 」 に 基 づ く 類 型 指 定 は さ れ て い な い が 、 平 成 1 5 年 7 月

に 水 質 調 査 を 上 流 と 下 流 の 2 地 点 1 回 で 実 施 し て い る 。 調 査 結 果

に よ る と 、 B O D（ 生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量 ） の 7 5 %値 は 上 流 の 寿 楽 橋

地 点 で は 1 . 0 m g / ℓ 以 下 の A A 類 型 相 当 、 下 流 の 紫 苑 橋 地 点 で は

3 . 0 m g / ℓ 以 下 の B 類 型 に 相 当 し た 。  

上 流 域 は 、 山 地 が 大 部 分 を 占 め 、 エ ゾ マ ツ 、 ト ド マ ツ 等 の 針 葉

樹 林 が 分 布 し て い る 。 河 床 勾 配 は 1 / 4 5 以 上 の 急 な 流 れ と な っ て お

り 、 河 床 に は 、 比 較 的 大 き な 礫 、 玉 石 等 と な っ て い る 。  

中 流 域 は 、 河 床 勾 配 1 / 1 1 5 程 度 と な っ て い る 。 河 道 周 辺 は 、 畑

作 、 酪 農 が 営 ま れ 、 河 道 沿 い に は ミ ズ ナ ラ 、 カ シ ワ 等 の 樹 木 群 が

分 布 し 、 西 洋 わ さ び 等 の 植 物 も 生 育 し て い る 。  

下 流 域 は 、 河 床 勾 配 1 / 1 1 5 か ら 1 / 1 7 0 程 度 で 、 中 上 流 に 比 べ 穏

や か な 流 れ と な っ て い る 。 周 辺 は 温 根 湯 市 街 地 を 形 成 す る 住 宅 街

と な っ て お り 、 所 々 に 畑 地 が 見 ら れ る 。 河 道 内 に は ク サ ヨ シ 、 オ

オ ヨ モ ギ 等 が 分 布 し 、 エ ゾ オ オ ヤ マ ハ コ ベ も 生 育 し て い る 。  

ペ ン ケ ビ バ ウ シ 川 は 、 上 流 域 か ら 留 辺 蘂 幹 線 用 水 の 2 0 号 排 水 路

へ と 流 下 し て い る た め 、 中 下 流 域 は 、 水 量 が 少 な く 水 深 も 浅 い こ

と か ら 、 魚 類 の 生 息 環 境 と し て 良 好 で な い 状 況 で あ る 。  

こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 、 中 下 流 域 の 水 量 を 確 保 す る な ど 動 植

物 の 生 息 、 生 育 環 境 の 保 全 に 努 め る 必 要 が あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜エゾオオヤマハコベ＞ 
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8） ケ ト ナ イ 川 ・ ポ ン ケ ト ナ イ 川  

ケ ト ナ イ 川 、 ポ ン ケ ト ナ イ 川 で は 、 水 利 用 は さ れ て い な い 。  

水 質 に つ い て は 、 公 共 用 水 域 に お け る 「 生 活 環 境 の 保 全 に 関 す

る 環 境 基 準 」 に よ る 水 域 類 型 指 定 は さ れ て い な い が 、 平 成 2 5 年 に

両 河 川 に て 、 2 地 点 で 4 回 の 水 質 調 査 が 実 施 さ れ て い る 。調 査 結 果

に よ る と 、 ケ ト ナ イ 川 の B O D（ 生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量 ） の 7 5％ 値

は 3 . 0 m g / ℓ 以 下 の B 類 型 に 相 当 し 、 ポ ン ケ ト ナ イ 川 の B O D（ 生 物

化 学 的 酸 素 要 求 量 ） の 7 5％ 値 は 2 . 0 m g / ℓ 以 下 の A 類 型 に 相 当 す る

も の と な っ て い る 。  

流 域 は 下 流 か ら 上 流 に か け て 広 く 畑 作 地 帯 が 広 が り 、 耕 作 地 を

貫 流 す る よ う に 流 下 し て い る 。 上 流 域 は 、 山 地 が 大 部 分 を 占 め 、

河 床 勾 配 は 1 / 1 0 0 以 上 で あ る 。 河 川 沿 い に ヤ ナ ギ 低 木 群 落 、 ハ ル

ニ レ 群 集 が 見 ら れ 、 周 囲 に は エ ゾ マ ツ 群 落 や ア カ エ ゾ マ ツ 植 林 等

が 分 布 し て い る 。 中 流 部 は 、 河 床 勾 配 が 1 / 1 2 5～ 1 / 1 0 0 程 度 と な っ

て い る 。 河 畔 林 で は 、 オ ノ エ ヤ ナ ギ や タ チ ヤ ナ ギ が 優 先 す る ヤ ナ

ギ 群 落 を 形 成 し 、 河 岸 に は ク サ ヨ シ や ツ ル ヨ シ が 分 布 し て い る 。

ケ ト ナ イ 川 の ポ ン ケ ト ナ イ 川 合 流 点 か ら 上 流 は 、 部 分 的 に ハ ル ニ

レ ・ ヤ チ ダ モ 群 落 に 区 分 さ れ る 樹 木 帯 が 近 接 す る も の の 、 河 川 周

辺 は 主 に 耕 作 地 と し て 利 用 さ れ て お り 、 河 床 勾 配 は 1 / 1 1 5 程 度 と

な っ て い る 。 河 岸 は 草 本 群 落 が 主 体 で あ り ク サ ヨ シ や エ ゾ イ ラ ク

サ が 多 く 見 ら れ る 。 下 流 部 は 、 河 床 勾 配 が 1 / 2 5 0 程 度 と な っ て い

る 。 水 際 に ク サ ヨ シ 、 ツ ル ヨ シ な ど の ヨ シ 類 や オ ノ エ ヤ ナ ギ や タ

チ ヤ ナ ギ を 主 体 と す る ヤ ナ ギ 類 が 散 在 し て 分 布 し て い る 。  

水 域 で は シ ベ リ ア ヤ ツ メ 、 サ ク ラ マ ス （ ヤ マ メ ）、 フ ク ド ジ ョ ウ

が 主 に み ら れ 、 秋 に は カ ラ フ ト マ ス や サ ク ラ マ ス の 産 卵 風 景 も 見

ら れ る 。  

河 道 内 は 河 床 の 低 下 や 、 平 瀬 の 箇 所 が 多 く 流 れ が 単 調 と な っ て

い る 状 況 に あ る こ と か ら 、 サ ク ラ マ ス （ ヤ マ メ ） な ど の 動 植 物 の

生 育 ・ 生 息 環 境 の 配 慮 し た 整 備 を 行 う 必 要 が あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<シベリアヤツメ> 

<サクラマス（ヤマメ）> <ポンケトナイ川 しおみ橋地点> 
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第 ２ 章  河 川 整 備 の 目 標 に 関 す る 事 項  

 

本 圏 域 に お け る 河 川 整 備 の 基 本 方 針 と し て は 、治 水 の 現 状 、水 害

発 生 の 状 況 、 河 川 の 利 用 の 状 況 、 河 川 環 境 の 保 全 等 を 考 慮 し 、 北 海

道 の 川 づ く り ビ ジ ョ ン に 基 づ き 、常 呂 川 水 系 河 川 整 備 基 本 方 針 と の

整 合 を 図 り な が ら 、河 川 整 備 に あ た っ て の 目 標 を 明 確 に し て 、河 川

環 境 に 配 慮 し た 治 水 、 利 水 対 策 を 推 進 す る こ と と す る 。  

 

第 １ 節  計 画 対 象 区 間 及 び 優 先 整 備 区 間  

 

本 整 備 計 画 の 対 象 区 間 は 、圏 域 の 北 海 道 知 事 管 理 区 間 と す る（ 表

1 - 1）。 こ の う ち 優 先 的 に 整 備 を 実 施 す る 区 間 は 、 以 下 の 通 り で あ る

（ 表 2 - 1）。  

※  「 当 面 整 備 の 予 定 の な い 区 間 」 で あ っ て も 、 河 川 管 理 を 行 う 上

で 小 規 模 の 改 修 を 実 施 す る こ と が あ る 。  

表 2 - 1  優 先 整 備 区 間  

河 川 名  区   間  延  長  

日 吉 川 
上流端：北見市常呂町日吉 228 番地先 

下流端：常呂川への合流点 

1.9km 

(1.9km 整備済) 

ポ ン ニ コ ロ 川 
上流端：北見市北陽 松月橋 

下流端：仁頃川への合流点 

6.1km 

(1.2km 整備済) 

ル ク シ ニ コ ロ 川 
上流端：北見市北陽 クトンニコロ川との合流点 

下流端：仁頃川への合流点 

5.6km 

(1.2km 整備済) 

小 石 川 
上流端：北見市美山町 79 番地 9 地先 

下流端：常呂川への合流点 

1.6km 

(0.3km 整備済) 

無 加 川 

上流端：北見市留辺蘂町大和国有林 102 林班 

ぬ小班地先    

下流端：北見市留辺蘂町泉 397 番地の 2 地先  

21.3km 

(6.7km 整備済) 

小 町 川 
上流端：北見市大正 243 番 2 地先 

下流端：無加川への合流点 
4.8km 

ペンケビバウシ川 
上流端：北見市留辺蘂町平里 122 番地の 5 地先  

下流端：北見市留辺蘂町松山 21 番地の 5 地先 
1.6km 

ケ ト ナ イ 川 
上流端：常呂郡訓子府町字開盛 開盛橋 

下流端：常呂郡訓子府町字開盛 清実橋 

1.8km 

(1.8km 整備済) 

ポ ン ケ ト ナ イ 川 
上流端：常呂郡訓子府町字開盛 寿橋 

下流端：ケトナイ川への合流点 

3.5km 

(2.9km 整備済) 
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第２節 計画対象期間 

河 川整備計 画の計画 対象期間 は、河 川整 備計画策 定から概ね 30 年の 間と す

る 。 本 整 備 計 画 は 、 現 時 点 で の 流 域 の 社 会 状 況 、 自 然 環 境 、 河 道 状 況 に 基 づ

き 策 定 す る も の で あ り 、 策 定 後 、 こ れ ら の 状 況 等 の 変 化 や 新 た な 知 見 、 技 術

の 進歩等の 変化が生 じた場合 は、必要 に応じて 見直しを 行うもの とする。  

第３節 洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

圏 域 の 河 川 の う ち 、 優 先 整 備 区 間 に つ い て は 、 洪 水 の 発 生 状 況 、 氾 濫 区 域

内 の 資 産 状 況 、 想 定 さ れ る 被 害 の 実 態 、 現 況 の 流 下 能 力 等 を 踏 ま え て 、 優 先

的 に 河 川 整 備 を 行 い 、 洪 水 か ら 貴 重 な 生 命 や 財 産 を 守 り 、 地 域 が 安 心 し て 暮

ら す こ と の で き る よ う に 社 会 基 盤 の 整 備 を 図 る も の と す る 。 ま た 、 圏 域 内 の

河 川 に お い て 、 調 査 ・ 点 検 の 結 果 、 所 要 の 安 全 性 が 確 保 さ れ て い な い 堤 防 に

つ いては、 必要に応 じて堤防 強化対策 等を実施 する。  
 

（ 1）日吉川  

日 吉 川 に お い て は 、 早 期 に 治 水 安 全 度 を 確 保 す る た め 、 常 呂 川 合 流 点 か ら

日 吉橋上流 地点まで の 1.9km 区 間にお いて、平 成 18 年 10 月 に発 生した洪 水

を 踏 ま え 、 沿 川 地 域 の 市 街 地 や 農 地 へ の 水 害 を 防 止 す る こ と を 目 的 に 整 備 を

進 める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 日吉川整備計画流量配分図（単位：m3/s） 
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（ 2）ポンニコロ川  

ポ ン ニ コ ロ 川 に お い て は 、 早 期 に 治 水 安 全 度 を 確 保 す る た め 、 仁 頃 川 合 流

点 から松月 橋下流地 点までの 6.1km 区 間におい て、平成 18 年 10 月 に発生 し

た 洪 水 を 踏 ま え 、 沿 川 地 域 の 農 地 へ の 水 害 を 防 止 す る こ と を 目 的 に 整 備 を 進

め る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（ 3）ルクシニコロ川  

ル ク シ ニ コ ロ 川 に お い て は 、 早 期 に 治 水 安 全 度 を 確 保 す る た め 、 仁 頃 川 合

流 点からク トンニコ ロ川合流 点までの 5.6km 区 間におい て、平成 18 年 10 月

に 発 生 し た 洪 水 を 踏 ま え 、 沿 川 地 域 の 農 地 へ の 水 害 を 防 止 す る こ と を 目 的 に

整 備を進め る。  

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 ルクシニコロ川整備計画流量配分図（単位：m3/s） 

図 2-3 ポンニコロ川整備計画流量配分図（単位：m3/s） 
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（ 4）小石川  

小 石 川 は 、 下 流 に 位 置 す る 北 見 市 街 地 の 資 産 集 中 区 域 に 対 し 、 早 期 に 治 水

安 全 度 を 確 保 す る た め 、 ト ン ネ ル 河 川 区 間 上 流 か ら 第 18 号 橋 ま で の 1.6km

区 間におい て、昭和 61 年 8 月 に発生し た洪水を 踏まえ、沿 川地域 の市街地 や

農 地への水 害を防止 すること を目的に 整備を進 める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 5）無加川  

無 加 川 は 、 流 域 に 留 辺 蘂 市 街 地 、 温 根 湯 温 泉 等 の 資 産 集 中 区 域 や 農 業 地 帯

を 含 ん で い る こ と か ら 、 社 会 的 ・ 経 済 的 な 重 要 性 、 想 定 さ れ る 被 害 の 大 き さ

を 踏まえる とともに、下流直 轄区間と の整合を 図り、国道 39 号の 武華橋下 流

か ら滝の湯 橋上流ま での 21.3km 区 間に おいて、 昭和 37 年 8 月 に発 生した洪

水 を 踏 ま え 、 沿 川 地 域 の 市 街 地 や 農 地 へ の 水 害 を 防 止 す る こ と を 目 的 に 整 備

を 進める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2-6 無加川整備計画流量配分図（単位：m3/s） 
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図 2-5 小石川整備計画流量配分図（単位：m3/s） 
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（ 6）小町川  

小 町 川 に お い て は 、 下 流 に 位 置 す る 北 見 市 街 地 の 資 産 集 中 区 域 に 対 し 、 早

期 に 治 水 安 全 度 を 確 保 す る た め 、 無 加 川 合 流 地 点 か ら 川 添 橋 上 流 ま で の

4.8km 区間 で、市街 地への水 害を防止 すること を目的に 整備を進 める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 7）ペンケビバウシ川  

下 流 に 位 置 す る 温 根 湯 市 街 地 の 資 産 集 中 区 域 に 対 し 、 早 期 に 治 水 安 全 度 を

確 保するた め、西通 橋から南 1 線 の無 名橋まで の 1.6km 区 間にお いて、昭 和

50 年 ８月に 発生した 洪水を踏 まえ、沿 川地域の 市街地や 農地への 水害を防 止

す ることを 目的に整 備を進め る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-7 ペンケビバウシ川整備計画流量配分図（単位：m3/s） 

図 2-9 小町川整備計画流量配分図（単位：m3/s） 
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（ 8）ケトナイ川・ポンケトナイ川  

ケ ト ナ イ 川 に お い て は 、 早 期 に 治 水 安 全 度 を 確 保 す る た め 、 清 実 橋 か ら 開

盛 橋下流地 点までの 1.8km 区 間、ポン ケトナイ 川におい てはケト ナイ川合 流

点 から寿橋 地点までの 3.5km 区 間で、 本川であ る常呂川 や直轄改 修区間の 整

備 状 況 を 踏 ま え 、 沿 川 地 域 の 農 地 へ の 水 害 を 防 止 ・ 軽 減 す る こ と を 目 的 に 整

備 を進める 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

図 2-8 ケトナイ川、ポンケトナイ川整備計画流量配分図（単位：m3/s） 
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第４節 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持並びに河川環

境の整備と保全に関する事項 

 

  常呂川 は、農業 用水や水 道用水と しての利 用や、豊 かな自然 が残る貴 重 な

水 辺空間と して地域 の産業と 生活を支 える川と なってい る。その ため、現 状

の 水環境を 将来にわ たって保 全する必 要がある ことから 、流水の 正常な 機 能

の 維 持 に 関 し て は 、 今 後 と も 、 流 況 、 水 利 用 に 関 す る 調 査 を 引 き 続 き 行 い 、

利 水の現況 、動植物 の保護、流水の清 潔の保持 等を考慮 して、現 況流況 の 維

持 に努める ものとす る。  

  河 川 環 境 に 関 し て は 、 常 呂 川 が 多 く の 動 植 物 の 生 息 ･生 育 の 場 と し て 良 好

な 河 川 環 境 で あ る こ と を 踏 ま え 、 工 事 の 実 施 に 当 た っ て は 、 汚 濁 水 の 防 止 、

瀬 や 淵 お よ び 河 岸 植 生 の 保 全 ･復 元 を 図 り 、 環 境 へ の 影 響 を 極 力 低 減 す る よ

う に努める 。  

  また、特 定外来 生物等の 新たな侵 入や分布 拡大防止 のため、河 川環境 に 関

す る 情 報 を 適 切 に モ ニ タ リ ン グ し 、 地 域 と 連 携 し な が ら 拡 大 防 止 に 努 め る 。 

  更に、地域住民 が常呂川 の豊かな 自然環境 とふれあ うことが できる場 を 提

供 できるな ど、水辺 に親しみ やすい川 づくりを 進めるも のとする 。  

 

（ 1）日吉川  

河 川 の 適 正 な 利 用 及 び 流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 に 関 し て は 、 水 量 や 水 質 調

査 、 河 川 パ ト ロ ー ル 、 聞 き 取 り 等 に よ り 、 状 況 の 把 握 に 努 め る と と も に 、 水

利 用 は さ れ て い な い が 、 動 植 物 の 保 護 や 流 水 の 清 潔 、 景 観 、 人 と 河 川 と の 豊

か な ふ れ あ い の 確 保 等 に 配 慮 し 、 現 在 の 水 量 に 著 し い 影 響 を 与 え な い よ う に

努 め る も の と す る 。 流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 に 必 要 な 流 量 に つ い て は 、 引 き

続 きデータ の蓄積に 努め、今 後さらに 検討を行 う。  

水 質 に 関 し て は 、 現 在 の 水 質 に 著 し い 影 響 を 与 え な い よ う 適 切 な 把 握 に 努

め 、 現 状 の 水 質 を 悪 化 さ せ る 要 因 が 認 め ら れ る 場 合 は 、 そ の 水 質 改 善 に つ い

て 関係機関 と調整を 図る。  

河 川 環 境 の 整 備 と 保 全 に 関 し て は 、 当 該 河 川 で 確 認 さ れ て い る 動 植 物 、 特

に サクラマ ス (ヤマメ )の 生息や 生育環境 等に配慮 し、良 好な 河川環境 の保全 に

努 める。  



 

- 42 - 

（ 2）ポンニコロ川  

河 川 の 適 正 な 利 用 お よ び 流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 に 関 し て は 、 水 量 や 水 質

調 査 、 河 川 パ ト ロ ー ル 、 聞 き 取 り 等 に よ り 、 状 況 の 把 握 に 努 め る と と も に 、

こ れ ま で に 渇 水 に よ る 深 刻 な 被 害 が 生 じ て お ら ず 、 か ん が い 用 水 の 利 用 も 許

可 水 利 に 基 づ い た 適 正 な 取 水 が 行 わ れ て い る こ と を 踏 ま え 、 今 後 も 地 域 住 民

や 関 係 機 関 と 連 携 し 、 こ の 状 態 を 維 持 す る も の と す る 。 な お 、 異 常 渇 水 時 に

は 、 関 係 機 関 と 連 携 し 、 必 要 に 応 じ て 利 水 関 係 者 間 の 利 用 調 整 に 努 め る 。 流

水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 に 必 要 な 流 量 に つ い て は 、 引 き 続 き デ ー タ の 蓄 積 に 努

め 、今後さ らに検討 を行う。  

水 質 に 関 し て は 、 現 在 の 水 量 や 水 質 に 著 し い 影 響 を 与 え な い よ う 適 切 な 把

握 に 努 め 、 現 状 の 水 質 を 悪 化 さ せ る 要 因 が 認 め ら れ る 場 合 は 、 そ の 水 質 改 善

に ついて関 係機関と 調整を図 る。  

河 川 環 境 の 整 備 と 保 全 に 関 し て は 、 当 該 河 川 で 確 認 さ れ て い る 動 植 物 、 特

に サクラマ ス (ヤマメ )の 生息や 生育環境 等に配慮 し、既 設落 差工を撤 去し縦 断

的 な 連 続 性 を 確 保 す る 。 河 床 部 に お い て は 瀬 と 淵 が 形 成 さ れ る 様 、 固 定 し な

い ものとし 、良好な 河川環境 の保全に 努める。  

 

（ 3）ルクシニコロ川  

河 川 の 適 正 な 利 用 お よ び 流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 に 関 し て は 、 水 量 や 水 質

調 査 、 河 川 パ ト ロ ー ル 、 聞 き 取 り 等 に よ り 、 状 況 の 把 握 に 努 め る と と も に 、

こ れ ま で に 渇 水 に よ る 深 刻 な 被 害 が 生 じ て お ら ず 、 か ん が い 用 水 の 利 用 も 許

可 水 利 に 基 づ い た 適 正 な 取 水 が 行 わ れ て い る こ と を 踏 ま え 、 今 後 も 地 域 住 民

や 関 係 機 関 と 連 携 し 、 こ の 状 態 を 維 持 す る も の と す る 。 な お 、 異 常 渇 水 時 に

は 、 関 係 機 関 と 連 携 し 、 必 要 に 応 じ て 利 水 関 係 者 間 の 利 用 調 整 に 努 め る 。 流

水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 に 必 要 な 流 量 に つ い て は 、 引 き 続 き デ ー タ の 蓄 積 に 努

め 、今後さ らに検討 を行う。  

水 質 に 関 し て は 、 現 在 の 水 量 や 水 質 に 著 し い 影 響 を 与 え な い よ う 適 切 な 把

握 に 努 め 、 現 状 の 水 質 を 悪 化 さ せ る 要 因 が 認 め ら れ る 場 合 は 、 そ の 水 質 改 善

に ついて関 係機関と 調整を図 る。  

河 川 環 境 の 整 備 と 保 全 に 関 し て は 、 当 該 河 川 で 確 認 さ れ て い る 動 植 物 、 特

に サクラマ ス (ヤマメ )の 生息や 生育環境 等に配慮 し、既 設落 差工を撤 去し縦 断

的 な 連 続 性 を 確 保 す る 。 河 床 部 に お い て は 瀬 と 淵 が 形 成 さ れ る 様 、 固 定 し な

い ものとし 、良好な 河川環境 の保全に 努める。  
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（ 4）小石川  

河 川 の 適 正 な 利 用 及 び 流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 に 関 し て は 、 水 量 や 水 質 調

査 、 河 川 パ ト ロ ー ル 、 聞 き 取 り 等 に よ り 、 状 況 の 把 握 に 努 め る と と も に 、 水

利 用 は さ れ て い な い が 、 動 植 物 の 保 護 や 流 水 の 清 潔 の 保 持 、 景 観 、 人 と 河 川

と の 豊 か な ふ れ あ い の 確 保 等 に 配 慮 し 、 現 在 の 水 量 に 著 し い 影 響 を 与 え な い

よ う に 努 め る も の と す る 。 流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 に 必 要 な 流 量 つ い て は 、

引 き続きデ ータの蓄 積に努め 今後さら に検討を 行う。  

水 質 に 関 し て は 、 現 在 の 水 質 に 著 し い 影 響 を 与 え な い よ う 適 切 な 把 握 に 努

め 、 現 状 の 水 質 を 悪 化 さ せ る 要 因 が 認 め ら れ る 場 合 は 、 そ の 水 質 改 善 に つ い

て 関係機関 と調整を 図る。  

河 川 環 境 の 整 備 と 保 全 に 関 し て は 、 当 該 河 川 で 確 認 さ れ て い る 動 植 物 、 特

に エ ゾ カ ミ キ リ の 生 息 、 生 育 環 境 に 配 慮 し 、 良 好 な 河 川 環 境 の 保 全 に 努 め る

と 共に、「北 見市東部 地区かわ まちづく り」計画 と連携を 図り、ま ちづくり に

配 慮した河 川空間の 創出に努 める。  

 

（ 5）無加川  

河 川 の 適 正 な 利 用 及 び 流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 に 関 し て は 、 水 量 や 水 質 調

査 、 河 川 パ ト ロ ー ル 、 聞 き 取 り 等 に よ り 、 状 況 の 把 握 に 努 め る と と も に 、 こ

れ ま で に 渇 水 に よ る 深 刻 な 被 害 が 生 じ て お ら ず 、 工 業 用 水 、 か ん が い 用 水 の

利 用 も 許 可 水 利 に 基 づ い た 適 正 な 取 水 が 行 わ れ て い る こ と を 踏 ま え 、 今 後 も

地 域 住 民 や 関 係 機 関 と 連 携 し 、 こ の 状 態 を 維 持 す る も の と す る 。 な お 、 異 常

渇 水 時 に は 、 関 係 機 関 と 連 携 し 、 必 要 に 応 じ て 利 水 関 係 者 間 の 利 用 調 整 に 努

め る 。 流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 に 必 要 な 流 量 に つ い て は 、 引 き 続 き デ ー タ の

蓄 積に努め 今後さら に検討を 行う。  

水 質 に 関 し て は 、 現 在 の 水 量 や 水 質 に 著 し い 影 響 を 与 え な い よ う 適 切 な 把

握 に 努 め 、 現 状 の 水 質 を 悪 化 さ せ る 要 因 が 認 め ら れ る 場 合 は 、 そ の 水 質 改 善

に ついて関 係機関と 調整を図 る。  

河 川 環 境 の 整 備 と 保 全 に 関 し て は 、 当 該 河 川 で 確 認 さ れ て い る 動 植 物 、 特

に サ ク ラ マ ス （ ヤ マ メ ） の 生 息 や 生 育 環 境 に 配 慮 し 、 良 好 な 河 川 環 境 の 保 全

に 努 め る 。 ま た 、 河 川 と 河 川 周 辺 の 田 園 地 帯 と の 景 観 の 調 和 に 努 め つ つ 、 高

水 敷 利 用 さ れ て い る こ と か ら 公 園 計 画 と 連 携 を 図 り 、 公 園 と 河 川 が 一 体 化 し

た 河川空間 の創出に 努める。  
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（ 6）小町川  

河 川 の 適 正 な 利 用 及 び 流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 に 関 し て は 、 水 量 や 水 質 調

査 、 河 川 パ ト ロ ー ル 、 聞 き 取 り 等 に よ り 、 状 況 の 把 握 に 努 め る と と も に 、 水

利 用 は さ れ て い な い が 、 動 植 物 の 保 護 や 流 水 の 清 潔 、 景 観 、 人 と 河 川 と の 豊

か な ふ れ あ い の 確 保 等 に 配 慮 し 、 現 在 の 水 量 に 著 し い 影 響 を 与 え な い よ う に

努 め る も の と す る 。 流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 に 必 要 な 流 量 に つ い て は 、 引 き

続 きデータ の蓄積に 努め今後 さらに検 討を行う 。  

水 質 に 関 し て は 、 現 在 の 水 質 に 著 し い 影 響 を 与 え な い よ う 適 切 な 把 握 に 努

め 、 現 状 の 水 質 を 悪 化 さ せ る 要 因 が 認 め ら れ る 場 合 は 、 そ の 水 質 改 善 に つ い

て 関係機関 と調整を 図る。  

河 川 環 境 の 整 備 と 保 全 に 関 し て は 、 当 該 河 川 で 確 認 さ れ て い る 動 植 物 の 生

息 や生育環 境等に配 慮し、良 好な河川 環境の保 全に努め る。  

 

（ 7）ペンケビバウシ川  

河 川 の 適 正 な 利 用 及 び 流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 に 関 し て は 、 水 量 や 水 質 調

査 、 河 川 パ ト ロ ー ル 、 聞 き 取 り 等 に よ り 、 状 況 の 把 握 に 努 め る と と も に 、 こ

れ ま で に 渇 水 に よ る 深 刻 な 被 害 が 生 じ て お ら ず 、 か ん が い 用 水 の 利 用 も 許 可

水 利 に 基 づ い た 適 正 な 取 水 が 行 わ れ て い る こ と を 踏 ま え 、 今 後 も 地 域 住 民 や

関 係機関と 連携し、こ の状態 を維持す るものと する。な お、異常 渇水時に は 、

関 係 機 関 と 連 携 し 、 必 要 に 応 じ て 利 水 関 係 者 間 の 利 用 調 整 に 努 め る 。 流 水 の

正 常 な 機 能 の 維 持 に 必 要 な 流 量 に つ い て は 、 引 き 続 き デ ー タ の 蓄 積 に 努 め 今

後 さらに検 討を行う 。  

水 質 に 関 し て は 、 現 在 の 水 量 や 水 質 に 著 し い 影 響 を 与 え な い よ う 適 切 な 把

握 に 努 め 、 現 状 の 水 質 を 悪 化 さ せ る 要 因 が 認 め ら れ る 場 合 は 、 そ の 水 質 改 善

に ついて関 係機関と 調整を図 る。  

河 川 環 境 の 整 備 と 保 全 に 関 し て は 、 当 該 河 川 で 確 認 さ れ て い る 植 物 に 配 慮

す る と と も に 、 中 下 流 域 の 水 深 を 確 保 す る こ と で 魚 類 の 生 息 、 生 育 環 境 を 改

善 し、良好 な河川環 境の保全 に努める 。  
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（ 8）ケトナイ川・ポンケトナイ川  

河 川 の 適 正 な 利 用 お よ び 流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 に 関 し て は 、 水 量 や 水 質

調 査 、 河 川 パ ト ロ ー ル 、 聞 き 取 り 等 に よ り 、 状 況 の 把 握 に 努 め る と と も に 、

こ れ ま で に 渇 水 に よ る 深 刻 な 被 害 が 生 じ て お ら ず 、 今 後 も 地 域 住 民 や 関 係 機

関 と連携し 、この状 態を維持 するもの とする。  

流 水の正常 な機能の 維持に必 要な流量 について は、今後さ らに検討 を行 う 。 

水 質 に 関 し て は 、 現 在 の 水 質 に 著 し い 影 響 を 与 え な い よ う 適 切 な 把 握 に 努

め 、 現 状 の 水 質 を 悪 化 さ せ る 要 因 が 認 め ら れ る 場 合 は 、 そ の 水 質 改 善 に つ い

て 関係機関 と調整を 図る。  

河 川 環 境 の 整 備 と 保 全 に 関 し て は 、 当 該 河 川 で 確 認 さ れ て い る 生 物 、 特 に

サ ク ラ マ ス (ヤ マ メ )の 生 息 や 生 育 環 境 等 に 配 慮 し 、 良 好 な 河 川 環 境 の 保 全 に

努 め る 。 ま た 、 現 状 で の 河 床 低 下 状 況 を 調 査 し た 上 で 、 対 策 が 必 要 と な る 場

合 には検討 を行って いくもの とする。  
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第３章 河川整備の実施に関する事項 

 

第１節 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事の施

行により設置される河川管理施設の機能の概要 

 

圏 域におけ る河川整 備の目標 を実現す るための 具体的な 方策とし て 、計

画 的な河川 整備を施 行する河 川は、以 下のとお りである 。  

 

（ 1）日吉川  

 

（ 河川工事 の目的）  

日 吉川は、 常呂川合 流点から 日吉橋上 流地点ま での区間 において 、 平 成

18 年 10 月 に発生し た洪水を 踏まえ、 河道の掘 削や堤防 の整備等 を行 う こ

と で流下能 力の確保 を図り、 洪水氾濫 を防止す る。  

 

（ 河川工事 の種類）  

堤 防の整備 、河道の 掘削、護 岸の設置 等  

 

（ 施行区間 ）  

常 呂川合流 点から日 吉橋上流 地点まで の延長 L=1.9km 区 間  

 

（ 河川工事 の施行に より設置 される河 川管理施 設の機能 の概要）  

代 表地点に おける計 画高水位 及び川幅 等につい ては附図 に示す。  

 

（ 河川工事 の実施に 伴う配慮 事項）  

河 川工事の 実施にあ たっては 、現況河 床や河畔 林の保全 及び施行 区 間 で

確 認されて いる動植 物、特に サクラマ ス (ヤ マメ )の生 息や 生育環境 等に 配

慮 し、良好 な河川環 境の保全 に努める 。  
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（ 2）ポンニコロ川  

 

（ 河川工事 の目的）  

ポ ンニコロ 川は、仁頃川合流点から松月橋下流地点までの区間において、

平成 18 年 10 月に発 生した洪 水を踏ま え、河道 の掘削を 行うこと で流下 能

力 の確保を 図り、洪 水氾濫を 防止する 。  

 

（ 河川工事 の種類）  

河 道の掘削 、護岸の 設置等  

 

（ 施行区間 ）  

仁 頃川合流 点から松 月橋下流 地点まで の延長 L=6.1km 区 間  

 

（ 河川工事 の施行に より設置 される河 川管理施 設の機能 の概要）  

代 表地点に おける計 画高水位 および川 幅等につ いては附 図に示す 。  

 

（ 河川工事 の実施に 伴う配慮 事項）  

河 川工事の 実施にあ たっては 、現況河 床や河畔 林の保全 及び施行 区 間 で

確 認されて いる動植 物、特に サクラマ ス (ヤ マメ )の生 息や 生育環境 等に 配

慮 し、良好 な河川環 境の保全 に努める 。  

縦 断方 向の 連続 性を 確保 する ため に、 既設 落差 工は 撤去 する が、 急勾配

と なるため 、河床低 下を抑制 するため の対策を 行う。  

既 設落差工 の良好な 環境を保 全するた め、計画上問題のない部分を残し、

現 況の保全 に努める 。  
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（ 3）ルクシニコロ川  

 

（ 河川工事 の目的）  

ル クシニコ ロ川は、 仁頃川合 流点から クトンニ コロ川合 流点まで の 区 間

に おいて、 平成 18 年 10 月に発 生した洪 水を踏ま え、河道 の掘削を 行う こ

と で流下能 力の確保 を図り、 洪水氾濫 を防止す る。  

 

（ 河川工事 の種類）  

河 道の掘削 、護岸の 設置等  

 

（ 施行区間 ）  

仁 頃川合流 点からク トンニコ ロ川合流 点までの 延長 L=5.6km 区間  

 

（ 河川工事 の施行に より設置 される河 川管理施 設の機能 の概要）  

代 表地点に おける計 画高水位 および川 幅等につ いては附 図に示す 。  

 

（ 河川工事 の実施に 伴う配慮 事項）  

河 川工事の 実施にあ たっては 、現況河 床や河畔 林の保全 、在来植 生 の 回

復、瀬や淵の再生及び施行区間で確認 されている動植物、特にサクラマス

（ ヤマメ ）の 生息や生 育環境等 に配慮し 、良 好な河 川環境の 保全に努 める 。  

縦 断方 向の 連続 性を 確保 する ため に、 既設 落差 工は 撤去 する が、 急勾配

と なるため 、河床低 下を抑制 するため の対策を 行う。  

落 差工の改 築につい ては、縦 断方向の 連続性を 確保する ために、 魚 道 工

を 設置し、 魚類の生 息環境に 配慮する 。  

既 設落差工 の良好な 環境を保 全するた め、計画上 問題のな い部分を 残し 、

現 況の保全 に努める 。  
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（ 4）小石川  

 
（ 河川工事 の目的）  

小 石川は、 常呂川合 流点から第 18 号橋 までの区 間におい て、昭和 61 年

8 月 に発生した洪水を踏まえ、現況河 道拡幅による改修を基本とし、河道

の掘削や堤防の整備を行うことで流下 能力の確保等を図り、洪水氾濫を防

止 する。  

 

（ 河川工事 の種類）  

堤 防の整備 、河道の 掘削、護 岸の設置 等  

 

（ 施行区間 ）  

ト ンネル河 川区間上 流から第 18 号橋ま での延長 L=1.6km 区間  

 

（ 河川工事 の施行に より設置 される河 川管理施 設の機能 の概要）  

代 表地点に おける計 画高水位 及び川幅 等につい ては附図 に示す。  

 

（ 河川工事 の実施に 伴う配慮 事項）  

河 川工事の 実施にあ たっては 、現況河 床の保全 や施行区 間で確認 さ れ て

いる動植物、特にエゾカミキリの生息 や生育環境等に配慮し、良好な河川

環 境の保全 に努める 。  

ま た、「北見市東部地区かわまちづくり」計画と連携を図り、まちづくり

に 配慮した 河川空間 の創出に 努める。  
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（ 5）無加川  

 

（ 河川工事 の目的）  

無 加川は、 武華橋下 流付近か ら滝の湯 橋上流ま での区間 において 、 昭 和

37 年 ８月に 発生した 洪水を踏 まえ 、河 道の掘削 や堤防の 整備等を 行うこ と

で 流下能力 の確保を 図り、洪 水氾濫を 防止する 。  

 

（ 河川工事 の種類）  

堤 防の整備 、河道の 掘削、護 岸の設置 等  

 

（ 施行区間 ）  

武 華橋下流 付近から 滝の湯橋 上流まで の延長 L＝ 21.3 ㎞ 区間  

 

（ 河川工事 の施行に より設置 される河 川管理施 設の機能 の概要）  

代 表地点に おける計 画高水位 及び川幅 等につい ては附図 に示す。  

 

（ 河川工事 の実施に 伴う配慮 事項）  

河 川工事の 実施にあ たっては 、現況河 床の保全 や施行区 間で確認 さ れ て

い る動植物 、特にサ クラマス (ヤマ メ )の 生息 や生 育環境等 に配慮し 、良 好

な 河川環境 の保全に 努める。  

ま た、河川 と河川周 辺の田園 地帯との 景観の調 和に努め つつ、高 水 敷 の

空間利用等、市町村における公園計画 と連携をとり、公園と河川が一体化

し た河川空 間の創出 に努める 。  
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（ 6）小町川  

 

（ 河川工事 の目的）  

小 町川は、 無加川合 流点から 川添橋上 流までの 区間にお いて、近 年 の 出

水状況を踏まえ、河道の掘削や遊水地 の整備を行うことで流下能力の確保

を 図り、洪 水氾濫を 防止する 。  

 

（ 河川工事 の種類）  

遊 水地の整 備、河道 の掘削、 護岸の設置等  

 

（ 施行区間 ）  

無 加川合流 点から川 添橋上流 までの延長 L=4.8km 区 間  

 

（ 河川工事 の施行に より設置 される河 川管理施 設の機能 の概要）  

代 表地点に おける計 画高水位 および川 幅等につ いては附 図に示す 。  

 

（ 河川工事 の実施に 伴う配慮 事項）  

河 川工事の 実施にあ たっては 、現況河 床の保全 や施行区 間で確認 さ れ て

い る動植物 、特にサ クラマス (ヤマ メ )の 生息 や生 育環境等 に配慮し 、良 好

な 河川環境 の保全に 努める。  

 

（ 7）ペンケビバウシ川  

 

（ 河川工事 の目的）  

ペンケビバウシ川は、西通橋から南 1 線 の無名橋までの区間において、

昭和 50 年 8 月に発 生した洪 水を踏ま え、新水路 の掘削や 堤防の整 備等 を 行

う ことで流 下能力の 確保を図 り、洪水 氾濫を防 止する。  

 

（ 河川工事 の種類）  

堤 防の整備 、河道の 掘削、護 岸の設置 等  

 

（ 施行区間 ）  

西 通橋から南 1 線の 無名橋ま での延長 L＝ 1.6 ㎞ の区間  

 

（ 河川工事 の施行に より設置 される河 川管理施 設の機能 の概要）  

代 表地点に おける計 画高水位 及び川幅 等につい ては附図 に示す。  

 

（ 河川工事 の実施に 伴う配慮 事項）  

河 川工事の 実施にあ たっては、動植物の生息や生育環境の保全に努める。 
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（ 8）ケトナイ川・ポンケトナイ川  

 

（ 河川工事 の目的）  

ケ トナイ川 は、清実 橋から開 盛橋下流 地点まで の区間に おいて、 ポ ン ケ

トナイ川は、ケトナイ川合流点から寿 橋下流地点までの区間において、本

川である常呂川や下流の直轄改修区間 の河道状況を踏まえ、河道の掘削等

を 行うこと で流下能 力の確保 を図り、 洪水氾濫 を防止す る。  

 

（ 河川工事 の種類）  

堤 防の整備 、河道の 掘削、護 岸の 設置等  

 

（ 施行区間 ）  

ケ トナイ川 は、清実 橋から開 盛橋下流 地点まで の延長 L=1.8km 区 間  

ポ ンケトナ イ川は、 ケトナイ 川合流点 から寿橋 までの延長 L=3.5km 区 間  

 

（ 河川工事 の施行に より設置 される河 川管理施 設の機能 の概要）  

代 表地点に おける計 画高水位 および川 幅等につ いては附図に 示す。  

 

（ 河川工事 の実施に 伴う配慮 事項）  

河 川工事の 実施にあ たっては 、現況河 床や河畔 林の保全 及び施行 区 間 で

確 認されて いる生物 、特にサ クラマス (ヤマ メ )の 生息 や生 育環境等 に配 慮

し た整備に 努める。 また既設 施設の有 効利用を 図りコス ト縮減に 努める。  
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第２節 河川維持の目的、種類及び施行の場所 

 

1 .河 川 維 持 の 目 的  

河 川 の 維 持 管 理 は 、地 域 の 特 性 を 踏 ま え つ つ 、洪 水 被 害 の 防 止 又 は

軽 減 、河 川 の 適 正 な 利 用 、流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 、河 川 環 境 の 整 備

と 保 全 等 、 総 合 的 な 観 点 か ら 適 切 な 実 施 に 努 め る 。  

 

2 .河 川 維 持 の 種 類 及 び 施 行 の 場 所  

 

( 1 )河 川 の 巡 視 及 び 点 検  

平 常 時 は 定 期 的 に 河 川 巡 視 を 行 い 、河 川 管 理 施 設 の 状 況 、河 岸 や

河 道 内 の 状 況 等 を 把 握 す る 。  

出 水 時 は 降 雨 や 河 川 水 位 の 状 況 か ら 、河 川 管 理 施 設 の 状 況 や 異 常

の 発 生 の 有 無 を 把 握 す る た め 、 河 川 巡 視 を 行 う 。  

出 水 後 、 地 震 後 、 津 波 後 等 は 河 川 管 理 施 設 の 総 点 検 を 実 施 し 、 被

災 状 況 を 把 握 し 、 再 度 災 害 に 備 え る 。  

 

( 2 )河 川 管 理 施 設 の 維 持 管 理  

洪 水 等 に よ る 被 害 の 防 止 や 、河 川 が 適 切 に 利 用 さ れ 、流 水 の 正 常

な 機 能 と 河 川 環 境 が 維 持 さ れ る よ う 総 合 的 な 視 点 で 、人 口 減 少 下 に

お け る 社 会 情 勢 な ど も 踏 ま え 、 計 画 的 な 維 持 管 理 を 行 う 。  

 

1） 堤 防 の 維 持 管 理  

亀 裂 ・ 法 崩 れ 等 の 異 常 を 早 期 に 発 見 す る た め の 堤 防 除 草 を 必 要

に 応 じ て 実 施 す る 。 除 草 時 期 、 頻 度 は 堤 防 植 生 の 状 況 や 周 辺 の 環

境 を 考 慮 し て 適 正 に 実 施 す る 。  

ま た 、 河 川 巡 視 や 堤 防 点 検 、 水 防 活 動 に 支 障 を き た さ ぬ よ う 、

堤 防 天 端 の 補 修 等 を 実 施 す る 。  

な お 、 侵 略 的 外 来 種 に つ い て は 、 適 切 に 処 理 し て 拡 散 防 止 に 努

め る 。  

 

2） 河 道 内 樹 木 の 管 理  

河 道 内 の 樹 木 は 、生 物 の 生 息・生 育 環 境 や 河 川 景 観 の 形 成 な ど 、

多 様 な 機 能 を 有 し て い る が 、 洪 水 時 に は 水 位 の 上 昇 や 流 木 の 発 生

等 の 原 因 と な る こ と も 懸 念 さ れ る 。  

こ の た め 、 河 道 内 樹 木 の 繁 茂 状 況 を 適 宜 把 握 す る と と も に 、 洪

水 の 安 全 な 流 下 に 支 障 と な ら な い よ う 環 境 に 配 慮 し な が ら 河 川 ご

と に 優 先 度 を 踏 ま え た 伐 採 な ど の 実 施 計 画 を 作 成 し 、 適 切 な 管 理

に 努 め る も の と す る 。 な お 、 伐 採 等 に あ た っ て は 、 樹 種 、 樹 高 な

ど の 多 様 性 、 生 物 生 息 環 境 を 考 慮 し た 連 続 性 、 生 態 系 の 地 域 性 な

ど が 各 河 川 に よ り 異 な る こ と か ら 、 そ れ ら に 配 慮 し な が ら 、 管 理

を 行 う も の と す る 。  
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ま た 、 伐 採 す る 際 に は 、 外 来 種 を 選 択 的 に 間 引 き す る こ と や そ

の 群 生 を 優 先 的 に 伐 採 す る な ど の 対 応 を 行 い 、 在 来 種 を 伐 採 す る

際 に は 外 来 種 が 侵 入 し な い よ う に 適 切 な 対 応 を 実 施 し 、 生 物 多 様

性 の 保 全 に 努 め る 。  

 

3） 河 道 の 維 持 管 理  

出 水 等 に よ り 土 砂 や 流 木 が 堆 積 し 、 洪 水 の 流 下 を 阻 害 し て い る

場 合 は 、 周 辺 の 河 川 環 境 に 配 慮 し つ つ 掘 削 等 の 適 切 な 処 置 を 行 う 。 

ま た 、 河 床 洗 掘 に よ り 既 設 護 岸 や 床 止 等 の 河 川 管 理 施 設 の 機 能

に 支 障 を 及 ぼ す よ う な 事 態 を 確 認 し た 場 合 は 適 切 な 対 策 を 行 う 。  

な お 、 魚 道 な ど 河 道 の 連 続 性 に つ い て 点 検 し 、 支 障 が あ る 場 合

は 適 切 な 処 理 を 行 う 。  

 

4） 河 川 管 理 施 設 の 維 持 管 理  

樋 門 ・ 樋 管 、 護 岸 等 の 河 川 管 理 構 造 物 に つ い て は 、 所 要 の 機 能

を 発 揮 で き る よ う に 定 期 的 に 点 検 ・ 整 備 を 実 施 し 、 必 要 に 応 じ て

補 修 や 更 新 な ど 適 切 な 維 持 管 理 を 実 施 す る 。  

 

5） 備 蓄 資 器 材  

備 蓄 資 器 材 は 、 災 害 発 生 時 に お け る 応 急 対 策 活 動 を 円 滑 に 実 施

す る た め 、 各 種 防 災 資 機 材 の 備 蓄 及 び 整 備 に 努 め る 。 ま た 、 定 期

的 に 備 蓄 資 器 材 の 点 検 や 保 管 状 況 を 把 握 す る と と も に 不 足 の 資 器

材 を 補 充 す る 。  
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第 ４ 章  河 川 情 報 の 提 供 、 地 域 や 関 係 機 関 と の 連 携 等 に 関

す る 事 項  

 

第 １ 節  河 川 に 関 わ る 調 査 等 の 推 進  

 

水 文 観 測 を 継 続 的 に 進 め る ほ か 、 下 流 か ら 上 流 ま で の 水 質 調 査

や 河 川 周 辺 の 生 態 系 調 査 デ ー タ の 収 集 に 努 め 、 必 要 に 応 じ て 河 川

改 修 後 の 動 植 物 の 生 息 や 生 育 環 境 へ の 影 響 に つ い て の 調 査 を 関 係

機 関 の 協 力 を 得 な が ら 進 め て い く 。  

ま た 、 気 候 変 動 に よ る 降 雨 量 の 増 加 な ど 水 害 リ ス ク の 変 化 を 踏

ま え 、 今 後 の 治 水 計 画 に 関 す る 調 査 ・ 検 討 を 行 う 。  

 

第 ２ 節  河 川 情 報 の 提 供 に 関 す る 事 項  

 

河 川 に 関 す る 情 報 を パ ン フ レ ッ ト や ホ ー ム ペ ー ジ 等 を 活 用 し て

提 供 す る と と も に 、 地 域 住 民 の 自 由 な 意 見 を 求 め る 。  

洪 水 に よ る 被 害 の 軽 減 を 図 る た め 、 近 傍 の 雨 量 や 水 位 情 報 を 収

集 し 、 関 係 機 関 に 提 供 す る こ と に よ り 、 水 防 活 動 等 の 支 援 を 迅 速

に 行 う 。  

ま た 、 計 画 規 模 や 現 況 流 下 能 力 を 越 え る 洪 水 に 対 し て 極 力 被 害

の 軽 減 を 図 る た め 、 関 係 機 関 と 連 携 を 図 り 、 ハ ザ ー ド マ ッ プ 作 成

の 支 援 等 を 行 う 。  

 

 

第 ３ 節  地 域 や 関 係 機 関 と の 連 携 等 に 関 す る 事 項  

 

流 域 住 民 に 親 し ま れ る 川 づ く り を 進 め る た め 、 ホ ー ム ペ ー ジ ・

パ ン フ レ ッ ト 配 布 等 に よ り 河 川 愛 護 に 関 わ る 取 り 組 み に 努 め る 。  

洪 水 の 発 生 や 異 常 渇 水 及 び 水 質 事 故 等 の 発 生 時 に は 、 関 係 機 関

と 連 携 し 、 適 切 な 管 理 に 努 め る 。  

「 減 災 対 策 協 議 会 」 に お い て 、 自 治 体 や 河 川 管 理 者 等 の 関 係 機

関 の 取 り 組 み を 共 有 す る な ど 連 携 を 強 化 し 、 防 災 ・ 減 災 対 策 を 推

進 す る 。  

さ ら に 、「 流 域 治 水 協 議 会 」に お い て 、あ ら ゆ る 関 係 者 が 協 働 し 、

流 域 全 体 で 水 害 を 軽 減 さ せ る 流 域 治 水 を 計 画 的 に 推 進 す る 。  

 

 




